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5.2 取組方針及び具体施策 

Ⅰ【物流・産業】
物流を強靭化し、産業をリードするみなと

取組方針 具体施策

Ⅰ－１ コンテナ輸送機能の強化

アジア航路・国際フィーダー航路の拡充

デジタル技術を活用した高規格なコンテナターミナルの形成

付加価値を生む高規格な物流施設の拡充

Ⅰ－２ 複合一貫輸送機能の強化

次世代高規格フェリー・ROROターミナルの形成

国際自動車輸送拠点の形成

シー＆エア、シー＆レールの促進

Ⅰ－３ 在来貨物輸送機能の強化 国際バルク貨物ターミナルの拡充

Ⅰ－４ 臨海部交通ネットワークの強化 アクセス道路の充実

Ⅰ－５ 先端成長産業や物流産業等の集積 産業用地の確保と企業の立地促進

Ⅰ－１－①

Ⅰ－２－①

Ⅰ－１－②

Ⅰ－１－③

Ⅰ－２－②

Ⅰ－２－③

Ⅰ－３－①

Ⅰ－４－①

Ⅰ－５－①

Ⅱ【環境・エネルギー】
環境と経済の好循環をもたらすみなと

取組方針 具体施策

Ⅱ－１ 港湾を活用したカーボンニュートラルの実現

洋上ウインドファームの集積と風力発電関連産業の総合拠点の形成

水素・燃料アンモニア等リキッドバルク拠点の形成

カーボンフリーターミナルの形成

モーダルシフトを促進するフェリー・RORO拠点機能の強化

ブルーカーボン生態系の保全・再生・創造

Ⅱ－２ 港湾を活用した循環型社会の実現
新たな循環資源のリサイクル・リユース拠点の形成

海面処分場の計画的な配置・整備

Ⅱ－１－①

Ⅱ－１－②

Ⅱ－１－③

Ⅱ－１－④

Ⅱ－１－⑤

Ⅱ－２－①

Ⅱ－２－②

取組方針 具体施策

Ⅲ－１ 観光振興の推進

みなとの価値を活かした観光拠点の魅力の向上

観光拠点ネットワークの形成

クルーズを安心して楽しめる受入環境の整備

Ⅲ－２ 海辺の賑わいの創出
市民に親しまれる水辺空間の魅力の向上

マリンレジャー拠点の充実

Ⅲ【人流・賑わい】
国内外の人々が訪れ、暮らし、賑わうみなと

Ⅲ－１－①

Ⅲ－１－②

Ⅲ－１－③

Ⅲ－２－①

Ⅲ－２－②

Ⅳ【安全・安心】
産業活動が継続し、安全・安心を感じられる強靭なみなと

取組方針 具体施策

Ⅳ－１ 港湾の防災・減災機能の強化

災害に強い基幹的海上交通ネットワークの拡充

激甚化する自然災害や感染症等に備えた防災機能等の向上

不許可係留船の計画的な収容

臨海部広域支援拠点の形成

Ⅳ－２ 適正な港湾管理の推進 港湾施設の戦略的なアセットマネジメントの推進

Ⅳ－１－①

Ⅳ－１－②

Ⅳ－１－③

Ⅳ－１－④

Ⅳ－２－①
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取取組組方方針針ⅠⅠ－－１１ ココンンテテナナ輸輸送送機機能能のの強強化化

アアジジアア航航路路・・国国際際フフィィーーダダーー航航路路のの拡拡充充

企業のサプライチェーンマネジメント等に資する多方面・多頻度のコンテナ物流 

サービスを提供するため、「アジア航路・国際フィーダー航路の拡充」を図ります。 

 福岡県内・東九州・本州方面の既存産業や、新たに立地する先端成長産業等の荷

主を対象に、新たな集貨支援制度の創設や物流改善の提案等を行うことにより、

集貨を促進します。 

 日本海側都市への効率的で安定した輸送や、輸送ルートの多様化によるリスク分

散の観点から日本海側港湾を活用した代替海上輸送ルートの提案を行うこと等

により、日本海側港湾との間を結ぶ内航フィーダー航路や RORO 航路の就航を実

現し、広域集貨を促進します。 

北九州港

東南アジア航路

東アジア航路

内航ﾌｨｰﾀﾞｰ航路
RORO航路

国際ﾌｨｰﾀﾞｰ航路
ﾌｪﾘｰ・RORO航路

釜山

青島

上海

欧州・北米航路等

図 5-1 航路拡充による広域集貨のイメージ

具体施策Ⅰ－１－①

次世代自動車関連産業

半導体関連産業

風力発電関連産業

図 5-2 先端成長産業の例
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デデジジタタルル技技術術をを活活用用ししたた

高高規規格格ななココンンテテナナタターーミミナナルルのの形形成成

コンテナ船の大型化への対応、コンテナ物流の生産性の向上、港湾労働の将来の

担い手の確保を促進する良好な労働環境の確保等を図るため、太平洋側に位置し、

歴史と実績があり豊富な航路網を持つ太刀浦コンテナターミナルと、日本海側に位

置し、背後に広大な産業用地を持つひびきコンテナターミナルという特性の違う二

つのターミナルにおいて、「デジタル技術を活用した高規格なコンテナターミナル

の形成」を図ります。 

 コンテナ貨物に関する民間事業者の手続きを電子化する Cyber Port や、ICT を活

用したコンテナ搬出入手続きを可能とするCONPAS等の導入・連携を促進します。 

 コンテナの蔵置場所を最適化するAIシステムや遠隔操作RTG等の導入を促進しま

す。 

 今後の太刀浦コンテナターミナルとひびきコンテナターミナルの利用状況等を踏

まえ、太刀浦コンテナターミナルのターミナルレイアウトや荷役方式の変更等の

再編を図ります。 

広大なコンテナヤード

大水深連続バース

熟練技能者の荷役操作の
技術を継承することによる
若手技能者の早期育成

遠隔操作RTG導入後の荷役作業

図 5-3 デジタル技術を活用した高規格なコンテナターミナルのイメージ

太刀浦コンテナターミナル
・Cyber PortやCONPAS等の導入・連携を促進
・AIシステムや遠隔操作RTG等の導入を促進
・ターミナルレイアウトや荷役方式の変更等の再編 非効率な運用

保管ヤード

ひびきコンテナターミナル
・Cyber PortやCONPAS等の導入・連携を促進
・AIシステムや遠隔操作RTG等の導入を促進

図 5-4 コンテナターミナルの整備のイメージ （左：太刀浦地区 右：響灘西地区）

具体施策Ⅰ－１－②

出典：国土交通省資料より作成
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付付加加価価値値をを生生むむ高高規規格格なな物物流流施施設設のの拡拡充充

サプライチェーンの効率化など多様化・高度化する物流ニーズに対応するため、 

港湾背後地等において「付加価値を生む高規格な物流施設の拡充」を図ります。 

 用地の確保や財政支援制度の活用等を行うことにより、老朽化した倉庫群の再編

や、コンテナターミナル背後等への流通加工・組立加工機能を有する物流施設及

び高速道路 IC 周辺などの交通利便性の高いエリアを中心に、先進的な物流施設

等の立地を促進します。 

71

出典：国土交通省資料を加工
■物流施設で働く多数の従業員
を確保するためのアクセス
道路

図 5-5 高規格な物流施設のイメージ 

北九州都市
高速道路

九州自動車道 東九州自動車道

ひびきCT
太刀浦CT

小倉東IC

八幡IC

北九州空港

図 5-6 物流施設の集積のイメージ 

具体施策Ⅰ－１－③

出典：国土交通省資料より作成

流通加工・組立加工機能を有する
物流施設

先進的な物流施設


